
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書

石田｛覇, 

ｉＩｉ１咳当する□には、レ印を,}d人してください帥ＩＦ遊ﾘﾄ堆荷以外の１１;堆行のﾉﾉはしＩ?１１の11.人はｲ<婆で弓仇

２「雄瀧ｲli皮ｊとはiillIllijVⅡ１１１の前年度を、「１１標ｲlH度」とltiiI11hj)O1llllの岐終年度を、「蝿告ｲli)災」とIよ`！lIlIli1Ull1llのうち、'ず'１１１＃&('｢の対象となるｲＩａ度をいいjﾐｰ化

３「事業所嫌排111区分」とは)i(部府内の'1Ｉ驚所等のillF腱iiW1Iijjのためのエネルギーの他111に伴い苑'|､する柵室効果ガスを．「輸送111:li1bi排１１１区分」とはF1鋤ｉｌｉ:迎送』'１Ｆ業者については使川の本拠の位織をﾙ(都)(:fI）､lと-てｌ
る11[両の排ⅡＩする温室効果ガスを、鉄jiiｲﾄ紫行については係ｲ｢する(!i物１１〔ＩＩ１ｂｉｘＩｉ旅群'１１:1,1iiの排|Ｍろ温室効ｊｌＬガスを、「その他排ｌＩ１１Ｘ分」とは'三記以外のﾙ(郷府内におけるZI;業所惇の,！『糞活llJl1に伴い発生する
温室効果ガスをいいます，

４「原111位､Ｉ１たりの温室効爬ガス排出lvt嫌」の「)1]途|ﾒﾘ)」には、○○［場．,伽勝ljlT/世どの川途をＩＩＥ人してください：「原''1位の脂標」に(Ｌ分／-の「と酸化炭莱換in〔」の|くに分趾となる指標（'１:DF数１１t、延べ
床面繭、と行距離等）をiiU人してください

５「その他の地球温暖化対筑による温窺効果ガスの削減1,t罐」のうち「森林の保ｲﾐ及び縦備」の｛'1標ｲ|ﾐ度（I1l1Illi）」欄にIMllIIIi期間｢１１の１１棟の累計を、「報ｉＩｆ年度（災紙）」欄には災繊の紫J+をｌｉｄ人してくだ
さい＞

６「特記ﾂﾞﾄﾞＪ１〔」には、平成２ｲﾄﾞ度（１９９０ｲｉ§度）を｣,卿11とした排ll1Iltの対比や、符:エネ製冊''１１１発など他行のⅢ,(顎効果ガス排''１ﾊﾘ減への､〔畝、グリーン,ＩＭＩ避の採川】、特定フロンなどの条例指定外のilWJIく効果ガス
の削減などを記入してください，

住所（法人にあっ
ては、｝ﾐたる9脚勝lﾘ『
の所〈l;地）

〒601-8133京都府京都市南区上鳥羽藁田１番地

氏名（法人にあっ
ては、４'1称及び代衣
街の氏‘i』i）

メテック北村株式会社代表取締役社長北村隆幸

事業者の主たる
業種 電気めっき業

該当する事業者
要件 Ｐ京都府地球温暖化対策条例施行規則第１０条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

「
京都府地球温暖化対策条例施行規則第１０条第２号又は第３号該当事業者（大規模運送事業者（トラック又はバス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車
両150両以上）

ｒ京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 平成２１年４月～平成２４年３月

基本方針
メテック北村株式会社は、「倉'|造力を集め、より良い製品造りをモットーに自己の総意を尽くして社会に貢献し、私たちの生活環境を豊かにし、
高める」という当社の基本方針を基に、全社員の倉||意工夫により、企業活動の中で地球環境の保全に配慮した行動をします。

知`性を

推進体制
社長を責任者とする環境マネジメント組織を構成しており、その中で省エネなどの取組を行っています。（部門毎に、１回／月の進捗管理を実施）

環境マネジメントシステム名称 ＩＳＯ１４００１ 

適用範囲 本社工場

取得年月日 平成14年５月２４日

年度ごとの具体
的な取組及び槽
置の状況

年度

平成21～2３

､Ｆ成21～2３

''2成21～2３

設備、対象、工程等

生産部門

営業部門

生産・間接部門

措置内容

省エネプロジェクトにより、省エネの取組を推進します。（二酸化炭素換算で約３％削減を目標）

ハイブリッド車を優先に使用し、ガソリンの使用量を削減します。

昼休み及び使用しない部屋・ラインの消灯並びに休日は原動設備の完全休止を徹底します。

温室効果ガスの
排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基準年度（実績）
(２０）《'２度

（二酸化炭素換1m〔）

目標年度（計画）

(２３）イ|昌度

（：酸化炭鋳換ｉｎ(）

増減率
(計画）

報告年度（実績）

(２２）年度
(_直酸化炭錐換算）

増減率
(実績）

2,798.8ｔ 2,712.9ｔ －３．１％ 2，９６４．２ｔ 5.9％ 

ｔ ｔ 
Ｏ／ 
'⑪ ｔ ％ 

ｔ ｔ ％ ｔ ％ 

＊Ｉ ２，７９８．８ｔ ＊２ ２，７１２．９ｔ -３．１％ ＊Ｉ 2,964.2ｔ 5.9％ 

平成２１〈１２度(ﾉ)リーマンショック後、、１２成２２<ｒ４ｊＩからは、生産数としてはＭ復し好,淵に推移しました。ただ、８ノI以降多いllfで通常時の３０％に
元_'二が落ちましたが、このｸﾉ調１１$の影轡もあり舌鹸化炭素排'''11tも燗lⅡ]となりました｡ 

原単位当たりの
温室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標

本社工場
二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） １１V減’十！（計111'i） 報告年度（実績） 増減率（実績）

153.O24t-CO2/億円 148.327ｔ-CO2/億円 -３．１％ 123.269ｔ-CO2/億円 -19.4H） 

(X, ％ 

％ O／ 
/⑪ 

加工売上高を原単位としての実績では、生産数が増え加工売上も増加となり、基準年度比較で１９．４％の減少となりま
した◎ 

その他の地球温

暖化対策による
温室効果ガスの
肖Ⅲ減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力
又は熱の供給

グリーン電力の購入

家庭における温室効果ガス排出
量の削減効果分の購入

肖Ｉ減量等合計

目標年度（計画）

取細1ｋ糠 （Z鹸化炭紫換陳）

(鍍倣１１'耐{） hａ (吸収lUt） ｔ 

(利１１１ I、“ (ｈＩｌ減11ｔ） ｔ 

(売地Iｉｔ） kwｈ (IJiIIiMMit） ｔ 

(熱供紛１１t） GＪ 減 ｔ 

(職人ｌｉ１(） kwｈ (''１Ｉ滅刷 ｔ 

(鰄人１０t） ｔ 減 ｔ 

ｔ ＊：） 

報告年度（実績）

取jWlIit簿 （：鹸化炭紫換､〔）

(終liiiIlI耐{） hａ (吸収 ｔ 

Ｆ１}川llt） rｎ (ﾊﾞﾘ減 ｔ 

<充電li） kwｈ (削減1㎡） ｔ 

(熱供給ht） GＪ (削減１１t） ｔ 

(１１牒入lit） kwｈ (削械1,1） ｔ 

(轆人 ｔ (削減 ｔ 

＊５ ｔ 

差引排出量

(排出合計－１１ﾘ滅等合;|）

基準年度（実績）

＊I ２，７９８．８ｔ 

目標年度（計画）

'禽巴）（･；'１２，７１２．９ｔ

j1bl減率（iillIlli）

-3.1％ 

報告年度（実績）

(本Ｉ）（＊５） 2,964.2ｔ 

増減率（実績）

5.9％ 

地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

油の'１，路北部地区美化活動（１回／月）に参加・会社（近鉄上鳥羽ロ駅）周辺美化活動（１回／月）実施・通勤車両の「ノーカーデー運動」の開催（２
回／月）

特記事項


